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１．基本理念 

 

２．学内環境整備の取り組み 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■研究者支援 
１.研究支援員制度 

 技術補佐員、リサーチアシスタント、アルバイ

ト等を雇用し、研究支援員として子育てや介護

等のライフイベントにより、研究活動における

支援を必要としている研究者に配置する。 

■女子学生へのキャリア支援 
１.女子学生・大学院生による企業見学会 

 女子学生・大学院生を対象とした、企業を含む 

研究・開発・試験期間等の見学および女性研究 

員・技術者との交流会を行う。 

２.ライフプランセミナー 

 妊娠・出産に関する知識と、キャリア形成を考 

える機会を提供する。 

■ライフイベントとの両立支援 
１.子育て・介護に役立つ情報提供 

 育児・介護に関する法律や本学の制度、地域自 

治体（鳥取市・米子市）の子育てや介護支援サ 

ービスに関する情報を、ホームページ、印刷物、 

セミナーなどで提供する。 

２.相談活動 

 教職員を対象とする相談室を開設する。 

■多様な構成員の共生環境づくり 
１.講演会・セミナー 

 多様な個性や価値観についての理解と知識を 

深め、学内の意識改革を進めるため、教職員、 

学生や大学院生を対象とした講演会、セミナー 

等を開催する。 

２.学生スタッフ 

 キャンパスを変えていこうとする機運を高め 

るため、活動を行う。 

鳥取大学は 

●世のため人のために頑張ろうと志す人の気持ちをくじくことなく、前向きに進んで行こうとす

る人を応援する職場・勉学環境 

●既婚、独身、同居、別居に関わらず家族を大切にし、健全な家庭を育んでいける職場・勉学環

境を形成していくことを目指します。 
 

行動計画 

・ライフイベントとの両立支援 

ライフイベントと研究および職務を両立するための支援・情報提供および環境整備に取り組 

み、また相談活動を行います。 

・キャリアデザイン支援 

企業見学会や女性研究員・技術者との交流会、ライフプランセミナーなどを開催し、キャリア 

デザイン支援を行います。 

・啓発活動等 

多様な個性や価値観についての理解と認識を深め、学内の意識改革を進めるため、セミナーや 

講演会等を開催します。 
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３．実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．室員名簿 

 

 

５．ミーティング 

平成３１年度ダイバーシティキャンパス推進室ミーティングを計５回開催し、事業内容の検討および

実施を行った。 

第１回  ４月１９日 １０時３０分～ 

第２回  ６月２１日 １０時３０分～ 

第３回  ８月 ８日 １３時３０分～ 

第４回 １１月１３日 １６時００分～ 

第５回  ２月 ３日 １５時００分～ 

室  長 理事 細井 由彦 

専任コーディネーター ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨｷｬﾝﾊﾟｽ推進室 コーディネーター 長谷 順子 

兼任教員 地域学部 准教授 畑 千鶴乃 

兼任教員 医学部 教授 深田 美香 

兼任教員 工学研究科 教授 野上 敏材 

兼任教員 農学部 教授 竹内 崇師 

兼任教員(2月末まで) 医学部附属病院 教授 内田 伸恵 

兼任教員 乾燥地研究センター 准教授 安 萍 

兼任教員 教育センター 助教 滝波 稚子 

兼任教員 大学教育支援機構 教育センター 助教 稲津 秀樹 

兼任教員 学生支援センター 准教授 井上 菜穂 
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６．平成３１年度の取り組み 

 ４月 １日 ダイバーシティキャンパス推進室へ名称変更 

５月２１日 地域学部地域創造コース１年生の「大学入門ゼミ」第５回講義『ハラスメントとダイバー 

シティ』にて講義。 

６月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第２９号発行 

６月２８日 ＦＤ研修 ダイバーシティセミナー『ＬＧＢＴＱの学生への支援と対応について』開催 

８月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第３０号発行 

８月１９日 

～２３日 夏季学童保育『とりりんサマースクール２０１９』開催 

９月１７日 英語論文セミナー『論文執筆のための技術英語』開催：鳥取地区 

９月２４日 

～２５日 『女子学生のための企業見学会（関西版）』開催 

ダイキン工業株式会社および花王株式会社 訪問 

 ９月２６日 性の多様性に気づく～互いを尊重し合うための基本知識と対応～ 参加 

       第６回ダイバーシティＣＨＩＢＡ研究環境促進コンソーシアム連絡会「ダイバーシティ

推進担当者のためのＬＧＢＴＱサポートの原則」参加：千葉大学 

１０月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第３１号発行 

１０月 ９日 英語論文セミナー『論文執筆のための技術英語』開催：米子地区 

１０月１５日 ダイバーシティＣＨＩＢＡ研究環境促進コンソーシアム（組織） 参加 

１１月１８日 第８回中国・四国男女共同参画推進連携会議および 

第１１回中四国男女共同参画シンポジウム  

全国ダイバーシティネットワーク組織２０１９年度中国・四国ブロック会議及びワーク

ショップ 参加：島根大学 

１１月１９日 『女子学生のための企業見学会（県内版）』開催 

      大山乳業農業共同組合および株式会社山陰放送、ファミリーイナダ株式会社 訪問 

１２月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第３２号発行 

１２月１７日 ＦＤ研修 コミュニケーションセミナー「自分も相手も大切にするコミュニケーション術

～童心に帰って自他尊重を考えよう～」 開催 

１２月１１日 学生・大学院生対象 ライフプランセミナー「キャリアプランを考えよう」 開催 

２月 ５日 ニュースレター『Pear Pair 通信』第３３号発行 

２月 ６日 令和２年度（第１１期）研究支援員制度利用者 募集開始 

３月 ５日 令和２年度（第１１期）研究支援員制度利用者 決定通知 

３月 ５日 鳥取キャンパス内２ヵ所（広報センター、附属図書館）にオールジェンダートイレを設置 

３月１０日 女子学生対象 地元企業による商品開発のためのグループインタビューへの協力 

３月２５日 ＬＧＢＴ等に関する基本理念と対応について（教職員向け）発行 
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７．事業実施状況 

（１）研究者支援 

○研究支援員制度 

  ライフイベントのために研究時間が十分にとれない研究者に対して研究支援員を配置し、研究活動

に対する支援を行った。平成３１年度第１０期は、女性研究者５名、男性研究者１名の計６名に研究支

援員の配置を承認した。 

 

研究支援員配置を承認した研究者 
 

人数 内訳 理由 

女性 男性 育児 介護他 

平成３１年度 ６ ５ １ ６ ０ 

 

＜研究支援員制度利用者の声＞（抜粋） 

 研究に関わる事務的な仕事を全て支援してもらい、物理的な作業等に関わる時間が大幅に減ったこ

とで、学内の教育と並行しながらも、何とか、研究を遂行することができた。 

研究支援員の活用がない場合、休日や時間外、持ち帰りで作業をしなければ終えられなかったと想定

されるので、その場合、研究がほぼ遂行できなかったか、子育て等、家庭での時間を犠牲にして、行

わなければならなったと考えるので、大変助かった。 

 研究についての支援があったために、教育等の業務にも支障が少なく、本来の職務を遂行する上で、

大変有難く感じた。 

 支援員の配置により、仕事と家庭生活の両立ができ、今年度は特に自身の体調不良、子どもたちの体

調不良も少なく、療養や看病による休暇取得も減り、精力的に仕事ができた実感が持てている。 
 子供の体調による早退・休暇に対して、研究支援員の手助けにより植物の育成、菌の培養、サンプル

の調整や保存、研究結果を写真データとして残すなどの様々な対応をしてもらえ、効率的に研究活動

を行うことができた。 
 研究支援員の支援により、時間的に少し余裕を持てるようになり、張り詰めた気持ちをリラックスす

ることができた。育児と仕事（特に研究活動）とのワークライフバランスが取れていない事による焦

りやストレスが徐々に軽減されつつあり、前向きに育児や仕事に取り組めるようになってきたと感

じている。研究支援員の配置により、子供の体調などによって急に早退したり休んだりした時に、実

験材料や成果を無駄にすることがなく、研究支援員の手助けによりサンプルの調整や保存、研究結果

を写真データとして残すなどの対応をしてもらえ、効率的に研究活動を行うことができた。 
 研究支援員の配置により、研究が効率的に進むようになった。その結果、帰宅時間が早くなり家族と

過ごす時間が増えた。育児、家事に費やすことのできる時間も増えた。 

 支援員の配置により, 実験および関連業務を安心して任せられたので、精神的な支えにもなってく

れたと感謝している。実験および関連業務を安心して任せられたので、精神的な支えにもなってくれ

たと感謝している。 

 I found the support of the research assistant very helpful in balancing work 
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and life. I was not in problem whenever I am enforced to stay at home for taking 

care of my kids. The support staff has managed to cover research activities 

that should be done during my absence. 
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（２）ライフイベントとの両立支援 

○学童保育『とりりんサマースクール』の実施 
教職員のワークライフバランス改善を目的に、平成２７年度より夏季学童保育『とりりんサマース

クール』を実施。指導員、学生アルバイト、利用した教職員のアンケート結果等を踏まえて見直しを

行い、８月に５日間の期間で実施した。 

見直し点は、指導員の負荷、年少学年の負荷を減らすため、お弁当の持参としたこと、リーダーと

なる指導員は１名とすることで指導員による判断基準の差を無くしたこと、毎昼学生も含めてミー

ティングを行った。 
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【開設期間】 令和元年８月１９日～８月２３日（５日間） 
※大学の試験期間終了後、学内の夏季休暇中に実施 

【保育の拠点】湖山クラブ ロビー、和室 
【保育の対象】本学教職員（週２０時間以上勤務）の児童（小学１年生～６年生）で、日中に保育できな

い家庭 
【保育体制】 ①指導員 ３名 
     １）シルバー人材センターより小・中学校教員免許保持者の派遣 １名 
  ２）ファミリーサポートセンターより紹介（有期契約職員）   ２名 
          小学校外国語支援員（有期契約職員）           １名 
    ②学生サポーター（アルバイト雇用） ３名（１日３名のシフト制） 

※コーディネーターが、拠点の開錠・施錠および、プログラム開催時の対応等を行った。 
【保護者負担】児童１人あたり １日８００円（体験プログラム諸費用、おやつ代含む） 

※原則「８００円×入所決定日数」を保育料として負担 

 
【参加児童数】１６人                          （人） 

  １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年  

男 ０ １ ２ ０ ０ ２  

女 ０ ２ ３ ２ ２ ２  

計 ０ ３ ５ ２ ２ ４ １６ 

※参加児童の小学校については次のとおり。 
附属５人、久松２人、 
湖山西・賀露・浜坂・中ノ郷・久松・岩倉・津ノ井・鹿野・県外各１人 

 
【体験プログラム】 
8/19 開校式 
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8/19 天文ドームとプラネタリウム（天文研究会）  
 

 
 
 
 
 
 
 
8/20 おもしろ実験室（技術部）     
 
 
 
 
 
 
 
 
8/21  English Class（小学校外国語支援員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
8/22 海と大地の自然館ツアー   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



10 
 

8/23 たんけん！動物医療センター（菱沼先生：農学部） 
                         
 
 
 
 
 
 
 
8/24 閉校式 
   
 
 
 

 
 
 
 
学習の様子                     
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【アンケート結果：保護者（教職員）】回答率１００％ 
Q:とりりんサマースクール２０１９に参加させて良かったと思いますか 

 
Q: 今年度は、体験プログラムの内容を充実させ、毎日日替わりで実施しました 
  これについて、該当するもの全てを選択してください 

 
Q: 主の指導員として、元教員の方にお願いしましたが、いかがでしたか。 

 
Q: サブの指導員として、ファミリーサポートセンター、外国語支援員の方にお願いしましたが、 

いかがでしたか。 

 
Q: ＜学習について＞今年度は、持参された学習教材が終わったお子さんには、指導員からプリントを提

供させていたいかがでしたか。    

 

良かった, 15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0 5 10 15 20

1

良かった, 15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良かった, 14
まあまあ

良かった, 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

良かった, 13 どちらでもない, 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） （人） 
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Q: ＜昼食について＞お金の紛失、炎天下学生食堂往復による子どもたちの体力消耗などを配慮し、お弁

当をお願いしました。期間中、天候も悪く、安心して食事をすることができました。 
昼食に関して、ご意見をお聞かせください。 

 
Q: ＜おやつについて＞フルーツゼリーやアイスなどを毎日日替わりで提供しましたが、いかがでしたか。 

 
Q: とりりんサマースクール２０１９期間中のお子さんの様子はいかがでしたか 

 
Q: 来年実施する場合、また参加させたいと思いますか 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

0 2 4 6 8
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5
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1
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良かった, 13 まあまあ良かった, 1

どちらでもない, 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（人）

とても楽しそうだっ

た, 14
まあまあ楽しかった, 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加させたい, 

13
プログラムの内容による, １

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（人） 

（人） 
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○英語論文セミナー 

  ９月１７日に鳥取地区、１０月９日に米子地区において、毎年開催し好評の中山裕木子氏による

「論文執筆のための技術英語」を開催した。本年度は、鳥取地区にて工学系、生物・化学系の２分野、  

米子地区では、医学系を２回に分けて実施した。 

  セミナーの内容について、「とても良かった」「良かった」と 9割以上、講師の評価は「とても良か

った」「良かった」と全員が答えており、非常に評価が高い。 ただし英語レベルについては、半数

が「ちょうどいい」としているが、半数が「やや難しかった」「難しかった」と回答。 

 セミナーは、例題を各自が解き、その場で講師が解説することを中心にすすめられるが、時間が短す 

ぎるという意見も多い。 

   旧男女共同参画推進室時代に、女性研究者支援の一環として本セミナーを開催してきたが、男性研

究者の参加も多く、来年度以降は研究開発推進機構へ移譲する。 

 

                   案内チラシ                  
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（３）女子学生へのキャリア支援 

○女子学生の企業見学会＜県内企業＞ 

   今年度は、ふるさと鳥取県定住機構とＣＯＣ＋事業推進室との共同開催で「企業見学バスツア

ー＆交流会 for 鳥取大学」として実施した。 

“女性が活躍している職場とは？”と題し、本学の卒業生が活躍している大山乳業農業協同組合、

株式会社山陰放送、ファミリーイナダ株式会社を訪問。各企業の見学のほかに、各企業の女性社員と

のランチ交流会を実施。今後インターンシップや就職活動を行うにあたり、“働く”とはどんなこと

かを現場で直接見、知ることができた。（１１名参加） 

 

案内チラシ 
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ＨＰ掲載 
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＜アンケート結果＞ 

所属学部                    

学部 地域学部 農学部 工学部 大学院 合計  

人数 3 3 4 1 11  

       

学年 1 年 2 年 3 年 4 年 院生 合計 

人数 2 3 6 0 0 11 

 

出身地 

出身地 県内東部 県内中部 県内西部 鳥取県外 未記入 合計 

人数 3 0 0 8 0 11 

 

見学会をどのように知ったか 

① 大学ホームページ 2 

② 学内掲示板 3 

③ 教職員に聞いた 1 

④ 友人、知人に聞いた 3 

⑤ 学生向けメール 1 

⑥ キャリアセンター（ポスター・チラシ） 1 

⑦ 学生会館、共通教育棟テーブルの POP 2 

⑧ その他（ちょい飯に参加した際に勧めてもらった） 1 

 

参加動機（複数回答可） 

① インターンシップ、就職活動を始める前に働くとはどんなものか知りたかった 6 

② 職種の理解を深めたかった 6 

③ 働いている人（鳥取 OG、女性社員）の話を聞いてみたかった 5 

④ その企業自体に興味があった 4 

⑤ 働く上でどんな能力が必要なのか知りたかった 3 

⑥ 女性としての働きかたに興味があった 5 

⑦ 鳥取県の企業について知りたかった 5 

⑧ その他（将来も考えやすくしたかった       ） 1 

 

見学会は今後の就職活動に役立つか 

①役に立つ ②どちらともいえない ③役に立たない 未回答 

10 1 0 0 
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【アンケート自由記入】 

●就職活動に役立つと思った理由 

 ・就職が全てじゃなくて就職してからがやはり大事なのだなと感じたからです。 

 ・どういう思いで働かれているのか、なぜこの企業にしたのか知れたから。 

 ・企業で頑張っている様々な人に出会えて、すごく学ぶことができた 

 ・今まで就職活動を全然していなかったのですが、今回参加して、就活がとても楽しみになったので 

役に立ちました。 

 ・古志さんと話しているときに、福利厚生を求めるなら公務員だけど、自分のしたいことができるの 

は企業とおっしゃっていて自分の心にすとんと落ちた。今回でとても意識が変化した。 

 ・社会人の方のお話を聞いて、自分の理想の働き方に関する考え方が変わったから。 

 ・希望する職種でなくてもお話が就活する上で印象的だった。 

 ・現場を見ることで少しでも自分が働くイメージが出来たから。 

 

●県内就職を考える上で、不安に思うこと、知りたいとことなど 

 ・不安に思うことは自分のやりたい職種が少なく、選択肢としてあまり選べないということです。（情

報が得られていないだけかもしれませんが） 

 ・就職してから一人で生活費、奨学金などを払いながら暮らせるのか。（給料は足りるのか） 

 ・理系の方がやはり、就職先が多いこと。（文系は限られる） 

 ・鳥取はつまらなくないか。 

 ・地元が少し離れているので家業が継げないこと 

 ・親元を離れて知らない土地でも暮らしていくのが不安。 

 ・地元出身で県内就職をされた方のポジティブな動機。自分の場合、諦めが理由になってしまいそう 

なので・・・ 
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○女子学生の企業見学会＜関西企業＞ 

   女性研究者の裾野拡大と女子学生のキャリアデザイン支援の一環として、キャリアセンターに

協力いただき平成２４年度から旧男女共同参画推進室が実施。今年度は１９名が参加、ダイキン工

業株式会社（大阪府）と花王株式会社（和歌山県）の２社を見学した。 
 

案内チラシ 
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ＨＰ掲載 
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＜アンケート結果＞ 

所属学部                    

 

学年 

 

参加動機（複数回答）              

 

【アンケート自由記入欄】（抜粋） 

●ダイキン工業を見学して感じたこと 

・社員どうしの仲が非常に良くて､とても過ごしやすい環境であると感じた｡建物も開放感があって話し

合いや相談がしやすい雰囲気であり、また集中したいときには、一人になれる空間があって仕事もはか

どりそうであった。「空気をよむな、空気をつくれ」のスローガンにもあるように個々が新しいものを

作りたいという意識を持ち、研究を行う楽しそうな企業であると思った。また、グローバルな企業であ

り、特にエアコンのシェアが高く、現在はアジアを中心にシェアをのばしており、これからさらに業績

が上がるであろうこれからの企業であると思った。（農学部２年） 
・働いておられる女性社員の方々のお話を聞いたり、質問したりしていると、たしかに大変なこともある

が仕事を楽しんでしていることがよく伝わってきた。また、結婚して出産した女性の生活スタイルなど

も聞けて、より自分の希望する将来像をしっかりと想像できるようになった。また、働く女性とは少し

関係ないが、就活について、どのような点を大切にすべきか、ということや”１つだけゆずれないポイ

ントを作った方がいい”など、なかなか聞けない貴重な話を聞くことができた。（医学部２年） 
・まず、社内に入って、とても清潔感があり、きれいだなと思いました。基本的に白色の内装で、入った

瞬間のライムの香りがリラックス効果を生み出してくれていたように感じます。また、案内してくださ

工学部 化学バイオ系学科, 12名
農学部 生命環境

農学科, 5名

医学部 生命

科学科, 

2名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学1, 2名 学2, 10名 学3, 5名 学4, 2名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0 5 10

その他（自由に記入してください）

研究者への道（大学院進学）を検討したかった

女性の仕事内容に興味があった

女性の働きかたに興味があった

働く上でどんな能力が必要なのか知りたかった

その企業自体に興味があった

働いている人の話を聞いてみたかった

職種の理解を深めたかった

企業で働くとはどんなものか知りたかった

（人） 
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った方々がみなさん笑顔で接してくださり、とても緊張がほぐれました。ダイキン工業さんがこれから

どのようなことを目標としてやっていくのか、今、何をしているかなどの説明はとても分かりやすく興

味を持ちました。社内見学させていただいたときは、意外にも女性の方をお見かけしたので、働きやす

そうな雰囲気であるなと感じました。そして、ガラス張りな内装が私はとても気に入りました。開放感

あふれるオフィスで仕事ができると、気分が良いだろうなと思いました。また、女性社員との質疑応答

の時間では、フレンドリーにお話をうかがったり、お聞きすることができ、とても有意義な時間を過ご

すことができたと思いました。私が思っていたよりも、女性が働きやすい環境が整っているなと感じま

した。もう一度行ってみたいと思える企業だと思いました。（医学部２年） 
・初めて企業を見学しましたがまずきれいだなって思いました。自社のことをガンガン押してこられる

のかと思いきや本当に私たちの将来の道しるべになるような助言を多くくださったのがとても印象的

でした。女性技術者との会話の中で実験が大学と違って自分で手引きを作り安全確認を行った上でや

らないといけないということがあったので大変そうだと思いました。企業の説明をして下さった方が

大学と仲良くして、色んな人と知恵を出し合ってより良い商品を生み出そうとしていて、これがこれか

らも成長していかれる企業の特徴なのかと思いました。あと、職員さん同士話しやすそうで企業全体と

して仲良く協力がしやすい関係が築けているのではないかなと思いました。（工学部２年） 
・女性の方々がとても活き活きと働いていて、みていてとても清々しかった。有給休暇取得率が 93.5％

で、今日話されていた女性の方も入社 4 年目で去年 100％使ったとおっしゃていて驚いた。会社の中

で実証実験を至る所でしたり、10 年かけて考えぬかれた設計に感嘆した。特に、全面ガラス張りの部

屋はとてもいいなと思ったのと、お互いが何をしているのか一目で分かる構造になっていることが、い

い刺激にも声をかけやすい雰囲気にもつながっているのかなと感じた。オープンな空間、個室、など使

いたい人に応じた環境があって、働く場所も、自分でリラックスできる場所に行ったりと自由で、働く

時間も柔軟に対応されているところがこんな企業で働きたいなと思った。とても人を重視した企業で

あることが伝わった。これだけの大企業でも常に想像力を働かせて、常に挑戦、成長し続けようと奮闘

しているところに感動した。また、こういうような会社の理想を自然と社員の方全員が楽しみながら取

り組んでいる様子が伝わってきていいなと思った。（工学部１年） 
・女性の研究者の方もたくさんいて、女性が働きやすい環境だなと感じた。休みを取って連休にできたり

など楽しく働くことのできる会社だなと感じた。実際に働く女性社員の方の話を聞いて、就職について

や、大学生活についてなどたくさんの事を聞くことができた。インターンシップに参加した時の事な

ど、これから自分がどうしたらいいのかを学ぶことができた。ワークスペースが広くて、いろんなグル

ープの人たちと話すことができる環境はすごく良いなと感じた。別の研究グループの人と交流できる

ため、互いに様々な情報を得ることができるなと感じた。新入社員の人たちが情報大学でたくさんの事

を学んで、同期の人たちと共にレベルアップできる制度は良いなと感じた。また、院卒でなくても学部

卒でも働くことができるのは１つの魅力だった。（工学部２年） 
・育休期間の空き時間に、阪大で勉強させてもらえるというのを聞いて、とても憧れました。金属を専門

とする方が、現在の仕事内容のために物理について勉強したり、アイデアの生み方などに関する本を読

んだりしていると聞いて、そういうのいいな、と思いました。新しいことを学びつづけることができる

職業への憧れが強まりました。ヒューマンコンディショナーの概念図がおもしろかったです。情報技術

大学で新入社員が勉強できるのはとてもいいなと思いました。産学連携にもいろいろな形があるのだ
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ということを知りました。「世界一周インターン」は斬新すぎて、驚きを通り越して素敵だなと思いま

した。ＴＩＣの３Ｆのところに、４Ｄのディスプレイや空気砲の目覚ましなどその企業の最新トピック

スに触れられるコーナーがあり、他部署の人も最新技術について知れるようになっているのはいいな

と思いました。自分がもし何かの社長になったら、こういうの取り入れたい！って思うようなものがた

くさんありました。空調の会社なのに機械系以外の方も活躍されていると聞いて意外だなと思いまし

た。お名前は残念ながら忘れてしまったのですが、男性社員さんの会社説明や建物の案内の話しぶりが

とても聞きやすいし説得力もあるしもっと話を聞いてみたくなりました。自由図書館があるのが面白

かったです。分野違いの人でも活躍するチャンスがありそうだ、と感じました。やはり海外赴任ができ

る人材を目指すべきなのでしょうか。そのことについてもう少し自分と向き合ってみる必要性がある

と感じました。社員さんとお話できる時間がありましたが、そういうときは、同じ班になった人によっ

て有意義な時間になるかが変わるな、と思いました。今回はとても雰囲気がよく質問しやすかったの

で、同じ班の方々にもとても感謝しています。（工学部２年） 
・私が今関心をもっている分野、これから研究室で取り組む分野に近く、とても楽しかった。企業に入っ

ても勉強や行動力は大事だと思った。統計やプログラミング、英語の勉強を始めようと思います。（農

学部３年） 
・ダイキン工業の歴史から実際に働いている様子まで多くのことを実際に見ることができたので、とて

も良かった。想像以上に施設がきれいでとても驚いた。自分が学んだことと異なる仕事をしている人が

多く、自分の成長もできるとても素晴らしい企業だと思った。ダイキン工業の雰囲気がとても気に入

り、アットホームであるけれど仕事との線引きがしっかりされていてとても良かった。実際に働いてい

る女性の方からも多くの話を聞くことができ、働いている人にとって働きやすい環境が整っているこ

とも実感できた。（工学部１年） 
・男性・女性関係なく”人”に注目し、大切にしている企業で働きやすい印象を受けました。例えば希望

者は企業に就職してからその中の大学に所属して学べたり、オフィスが開放的でストレスレスで働け

そうな雰囲気であったり、有休を５日連続で取ることが可能だったりというものです。また、試作品を

とりあえず形にしてみて、その中から新たなアイデアを得ることもあるという姿勢や、空気に匂いをつ

けて好みを調査するために実際にエントランスで実施するというところからも新しいことにチャレン

ジしてみようという前向きなスタンスが見られて素敵だなと感じました。（工学部２年） 
・エアコンだけでなく化学のこともほんの少し行っていた。オフィスはガラス張りのところが多く、とて

も開放的だった。女性社員・研究員の方々がいきいきとしていて楽しそうだった。エントランスの空気

に日替わりで香りをつけたり、エントランスにイスや机を置かなかったり、独特の工夫がされていてお

もしろかった。社員の方々が働きやすい環境づくりがされていた。有休取得率や男性の育休取得率がと

ても高いと感じた。かなりグローバルな会社でおどろいた。（工学部２年） 
・会社自体とても大きくて、建物も天井が高く広々としていて工場の狭くておもいイメージはまったく

無かった。また、ほとんどの人が作業服を身につけておらず､とても清潔感のある服装をしていた。そ

して、そこで働く女性はみんなキラキラ活き活きとしていた。また、資料によると有給取得率が非常に

高いことを知って驚いた。エアコンなど空調に大きく重点をおいている会社というだけあって、会社内

のいたるところに様々な風を感じられる場所があった。一階のエントランスでは毎日日替わりで匂い

がちがって､それに対する感じ方の簡単な調査も社内でしていて､いいデータにもなり、商品の昇上化
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にもつながるし、また､会社へ行って「今日はどんな香りだろう」と楽しみになるし、シールを貼るの

も一つの楽しみになって会社へ行くのが楽しくなりそうだなと感じた。２階では１階のような神聖さ

が消えて、明るい雰囲気でまどが大きく、難しい会議でもあまり暗くならずに話し合えそうな空間だっ

た。建物もそこで働く人たちも明るく、ダイキンヘ行く前と後で大きくイメージが変わった。質疑応答

では、学部卒で良かったという意見も、院卒でよかったという意見もあったが、院卒だと選択肢は広が

るけれど婚期などは遅れてしまうと知ったので自分の行きたい企業を早めにみつけて学部卒でも大丈

夫そうなら院に行くのはやめようかなという考えもでてきた。（工学部２年） 
・見学してみてまずオフィスがキレイだなって思いました。ロビーから考えられて設計されてたり、女性

社員の意見を取り入れて設計された階もあるそうで、働きやすそうだと思いました。そのほかにも会議

に合わせた部屋だったり､全体的にガラス張りで開放感がある感じで圧迫感がなく働きやすそうでし

た。女性社員の方の話を聞いてみて印象的だったのは学部卒の方がいらしたことです。自分の中で大企

業に就職できるのは大学院卒の方ばかりだと思っていたからです。みなさん説明会に行かれてダイキ

ンの雰囲気が良くて直感や感覚で決めたとおっしゃていて、そうやって自分に合った就職先を決めて

いけばいいんだなと学びました。（工学部２年） 
・会社の設計はかなり細部までこだわってつくられており、日頃の生活からわかるデータを特に大事に

していると感じた。また、ささいなことでも身近に感じる感覚を重要視しており､できる限り多くの情

報を集められるような工夫がされていた。また､働く人のことを大切にしている会社だと感じた。有休

の取得率もそうだが、開放的な空間作りや体験コーナーなどストレスを少しでも軽減したり、働く人が

いろいろなアイディアを創造しやすい空間づくりがされていた。社員の方々の話からもわかるように、

非常に働きやすい職場であり、人間関係も良好な職場であると強く感じた。他にもグローバルな企業に

なるためのセミナー開催や外国派遣など未来の経営方針も明確で 成長し続ける企業であると感じた。

他にもフッ素や情報大学など新しい取り組みに力を入れており､他社との差別化がしっかりされてい

ると感じた。AI などの最先端技術に力を入れることでこれから先も最前線で発展していける企業だと

感じた。（農学部３年） 
・女性社員だけでなく会社全体がとても楽しそうに働いているように思えた。また、女性の仕事の体制に

ついて、女性のキャリアＵＰやスキルＵＰについての支援があること以外にも出産後に年間 20 万円ま

でベビーシッター費用を会社が支援することや在宅勤務や短時間勤務もできるなど結婚後でも働ける

のはとても魅力的に感じました。また､有給取得率が 90％を超えることや最大５日間連続で休みをと

れることなどから､福利厚生が良いと感じました。また、研究室で今しているテーマと違っても、その

ような人たちがたくさんいると知り、企業を選ぶ幅が増えたような感じがしました。（工学部４年） 
・まず、入ってすぐ､エントランスが広くて、とてもきれいだった。ガラスばりの外観も含め、こんなき

れいな職場で働くのは憧れだと感じた。廊下や各部屋も広々としていて、息苦しくない空間だった。会

社説明では､ダイキンに対するイメージが具体的なものになった。例えば､空調だけでなく化学工業も

行われているということ、企業向けや海外向けの製品については全く知らなかったが､それはダイキン

工業の中で大きな部分を占めており、特に海外事業の割合は近年大幅に拡大し、今や８割ほどを占めて

いるということについて知ることができた。研究についても様々知ることができ、ただあるだけと思っ

ていた空気をいかに作っていき、人に影響を与える空間を作ることを目指した研究はとても面白そう

に感じた。また、入社して２年間は勉強させてもらえるというのは、個が成長できて､とても良い環境
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だと思った。また、女性社員とのお話では、実際働く女性からの声を気軽にたくさんうかがうことがで

きて楽しかったし、この企業の空気感や働きやすさがとてもイメージしやすかった。女性であることの

苦労が大きいとイメージしていたが､それはなく、むしろ働きやすくて出産後も仕事復帰する人が多い

ようだった。ダイキン工業は「人を軸にした経営」というように、性別に関わらず誰でも働きやすい企

業で、皆がいいたいことをいいやすく､風通しの良い企業であり、このような企業に勤めたいと思った。

（工学部４年） 
・まずはじめに、オフィスがとてもキレイでオシャレだと思った。エントランスにある香りの実験から３

階にある空気（風）を使った実験まで、研究所だけでなく社内全体でアンケートを利用して空間につい

て考えたり、ベッドの空気砲から新しい視野で空気について考えるアイデアを得たり、実践を重視して

いる企業であることが感じられた。企業説明でも言われていたように、先が見えずこれからも成長して

いく会社とともに自分自身も成長することのできる場であることが分かった。自分のアイデアがその

まま形になる、働きがいを強く感じられる企業だと思った。実際に社員の方とお話をさせて頂いて、学

部卒や在学中の専攻分野と異なる分野であることへの心配や不安もなくなり、研究内容が違っても活

躍ができるチャンスがあることを知れて良かった。会社の概要については、ばく然としたイメージしか

持っていなかったため、グローバルに市場を広げていることや女性社員、研究員の活躍、有給消化率の

高さなどを知り、こういう社会で働けたなら幸せだろうなと感じた。社員みなさんが楽しく活き活きと

していらっしゃって会社の良さが伝わってきた。（農学部３年） 
・活動的な女性が非常に多いなと今回の見学を通して強く感じました。見学・説明会に参加する前は、女

性の活躍が難しそうな職場というイメージでしたが行ってみると本当に全く違ったものでした。最初

に考えていたイメージとは 360 度違う印象でした。勤務体系も有給取得率約 94％とすごく高い割合で、

５日間の長期休暇を利用して海外旅行を楽しむことなどもできるそうで、研究職の方も有効に利用さ

れていてストレスフリーな会社だなと思いました。今回行かせていただいたＴＩＣは、淀川をのぞむ美

しい周辺の景色を広い窓から見ながら仕事ができる所で、誰でも使用できるフリースペースも用意さ

れていてとても開放感のある施設でした。また、至る所に工夫がなされており、エントランスでは”空

気”に香りをつけて流していたり、オフィスの上の空調ではデータをとれるようになっていたりしまし

た。私が学んでいる農学分野の内容とは少し違う所の企業ではありましたが、”研究職についた女性”

と話をするという、なかなか出来ない貴重な経験が出来、非常に良かったなと思います。（農学部３年） 
・自分が思っていた以上に大企業でした。世界で４割のシェアを持つ空調会社と知って驚きました。日本

だけでなく世界中でダイキンの空調が使われており、また、それぞれの国で求められる性能も全然違う

と知って、それにこたえられる製品を作っており、すごい技術だなと思いました。また、訪問させても

らったＴＩＣはとても開放的な空間で働きやすそうだなと思いました。ＴＩＣでは様々な実証実験が

行われていて、「空気」というものに様々な可能性があると知り、とても興味を持ちました。男性が多

いイメージでしたが、女性の方もたくさんいて驚きました。女性社員３人の方とお話しして、様々な話

を聞けて良かったです。興味を持ったのは海外研修があるということです。私は留学や海外で働くこと

に興味を持っていたので、働きだしてからもそのようなチャンスがあるというところがいいなと思い

ました。（工学部３年） 
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●花王を見学して感じたこと 

・院に行かないと研究者としての就職はむずかしい。（農学部２年） 
・洗剤の性能の向上だけでなく環境に配慮した製品開発に力を入れておられた。研究の面では、見学前に

思っていたイメージとは異なり、女性社員でも、男性と同様に研究に携わることができ、移動や部署希

望などのチャンスの場も存在していた。（医学部２年） 
・雰囲気として、とても落ち着いていて、きちっとしている会社だなという印象を受けました。意外と研

究よりも工場感が強く、男性社員の方が多く見られました。最初の工場見学では、身近な商品が出来上

がる過程を間近で見ることができ、わくわくしていました。工場見学が終わった後の説明では、とても

分かりやすく丁寧に教えてくださったので、より興味を持つようになりました。女性社員の方々との質

疑応答の時間までは、少し堅い印象があり、緊張していたのですが、女性の方々と男性社員の方が楽し

そうに会話しておられて、自然な笑顔も見ることができたので、明るくて雰囲気が良いなと感じまし

た。だから、女性研究員の方が働く、研究室も見てみたいなと思い、興味を持ちました。（医学部２年） 
・やっぱりイメージ通りすごい大企業だなと思いました。私は化学系学科なので化学に力を入れられて

いる花王さんにやはり魅力を感じてしまいました。その中でも”エコ”に力を入れられているというの

を強く感じ、良い商品を作るだけではなく、世界の人々のくらしについても考えられているのがとても

素敵だと思いました。また、女性技術職員の方々は実験を日々楽しんでやられている感じが伝わってき

て、理系の人間にとってはとても働きやすそうだし、出産や子育てを支援する制度が備わっていて女性

が仕事を楽しんで続けられそうだなと思いました。（工学部 2 年） 
・消費者と生産者が一体となった環境負荷の軽減を目指している。検査を徹底している。段階ごとに問題

を見える化して改善に取り組んでいる。１つの分野だけでなく一見関係なく見える多様な分野に取り

組んでいる。研究室で壁をなくして、他の分野の人とのコミュニケーションがとれるようにしていると

ころで柔軟な発想や手助けになっているのかなと思った。界面コントロールが主な得意分野だと知っ

た。もし行くのなら、基盤研究のできる和歌山に行ってみたい。人が活き活きしているという点ではダ

イキンさんの方が魅力的だった。でも、それぞれの仕事に対する思いは２社ともとても真剣に取り組ん

でいることが伝わった。（工学部１年） 
・結婚をしたり、子どもを産んだりしても、朝保育園に送ってから出勤できたり、熱がでたら仕事を休ん

で在宅ワークにできたり、女性にとってとても働きやすい会社だなと感じた。頑張れば、東京で働くチ

ャンスがあったり、女性でも活躍できるのはすごく良いなと感じた。洗剤を作るだけではなくて、環境

のことも考えて、ゴミを減らす方法を考えたり、消費者の手に渡った商品のその後のことも考えられて

いるのだなと思った。工場の見学では、ほとんど人がいなくて、ほとんどすべての工程が機械で行われ

ているのだなと驚いた。化学のことをメインにしている会社でも、生物のことを研究されている研究員

の方もいて、いろんな分野から研究し、より良い商品を開発しているのだなと感じた。人体や環境の事

を考えて研究し、工場の見学のときにかぶったネットもそのまま捨てるのではなくて、再利用できた

り､様々な取り組みがあるのだな感じた。（工学部２年） 
・日本国内だけでなく海外でも活躍している製品が多いということにびっくりしました。ハウスホール

ド関連以外に化学製品（トナーなど）を扱っていることは知っていましたが、それらは界面化学の延長

であるというつながりにもびっくりしました。時代は「環境」とか「食糧危機」などに向き合える人材

を求めているのだろうと感じました。社会問題について少しでも触れておくべきで、どの分野でもいい
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から詳しく知っている分野を持っていけば強みになるんじゃないか、と思った。工場の広さや機械の感

じや製造ラインや生産スピード・量などのスケールが大きすぎてついていけなかったです。大企業で働

くためにはそのスケール感への慣れが必要なのだろうと思いました。「修士までは基礎だ」と言われて

いたのがなぜか心に残りました。あと､生物の分野出身だけども、今は界面化学が専門だ、と言われて

いたのを聞いて、学びつづけることのできる職業っていいなという憧れが強まりました。企業のルーツ

を知ることは大変興味深い事だと思いました。発想の転換にいつも感心します。花王はもともと戦闘機

の潤滑油の軍需工場であったので、油脂の研究を活かし界面化学の業界に参入した、という話が面白か

ったです。加工プロセスの分野では女性が活躍しているという話も印象に残りました。エコについて考

えるときに、”製品のライフサイクルを段階に分けて考えていく”という方法をとっていたが、そうい

うような「開発の方針」を考えてるのは誰なのだろうか、と疑問に思いました。化学屋さんだけでなく、

環境問題に強い分野の人が活躍しているのかなと想像していますが、こんな感じで、他分野にとびこん

でも活躍できるパターンもおおいにあるのではないかと勝手に思ったりもしました。（工学部２年） 
・ＢｔｏＢの商品も出していることは知らなかった。環境問題やＩＴを意識した研究をしていることを

知って、さらに花王の製品に魅力を感じた。（農学部３年） 
・工場の見学などを通して花王の製品が出来る過程を知れたことはとても良かった。花王はエコを強調

していたため、エコに力を入れていることが分かった。自分の知らない分野でも花王で作られたものが

使用されていると知れたので、良い見学ができたと思った。あまり、話を聞く時間は無かったが、実際

に働いている人を通じて会社の雰囲気も分かった。見学前に抱いていたイメージと働いている人の雰

囲気はあまり変わらなかったが、製造品や研究のことなど新たに知れたことが多くあった。（工学部１

年） 
・１つ目にとても環境に配慮している企業だということに驚きました。大企業ということもあり利益が

とてつもなく大きいイメージだったので、ここまで考えられた商品作りをしているというところに好

感をもちました。エネルギー消費の大きいとされている”使う・捨てる”という場面に特に注目し、消

費者と共に地球を守ろうとしておられるとのことでした。２つ目に女性の研究者のなかで２児の母の

方がいて、その方の話から知ったのですが、フレックスタイム制や週２日は在宅勤務ができる制度や勤

務地が変更できる機会も与えられていることなど女性に嬉しい制度が多く取り入れられているとのこ

とでした。女性でも活躍しやすい環境が整っている企業を就職の際には選ぼうと思いました。（工学部

２年） 
・工場の中はほぼ機械で、働く人は少なかった。エコのことをとてもよく考えられていた。女性研究員の

方々が、自分の研究を楽しんでいて、とてもかっこよかった。ああいう人になりたいと思った。（工学

部２年） 
・イメージしていたよりも広い敷地で、会社内をバスを使って移動するのにとても驚いた。たくさんのパ

イプが敷地内をめぐっていてダイキンよりも工場という感じが強かった。工場内ではたくさんの機械

が働いていて、不具合があるとランプが光って人がくるというシステムだった。工場内はとっても広く

ランプが見えるのか不思議だったしすぐにかけつけられるのかなと思っていたが、ランプが光ってす

ぐに２人の作業員が直しに来たので、一体どこから２人は出てきたんだろうともっと不思議に思った

ミュージアムの中ではいかに花王が省エネ、エコに対して取り組んでいるのかがよくわかった。特につ

め替え用を使ったときと容器を新しく買いつづけたときの体積比を見るコーナーではとても衝撃を受
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けた。質疑応答では子供が２人もいるように見えない若い女性がふつうに働いていて驚いた。女性なの

にドクターまで行くという選択肢もあるのだとわかった。また、花王は学部卒がほとんどいないことも

知って、またやっぱり院には行こうかな、とゆらいだ。研究職は実験室などにこもっていて実際に商品

を使った人の声は届きにくそうなイメージがあるが、声はきちんと届いてそれがやりがいになったり

するのか、どうやって声は届くのか疑問に思った。（聞けばよかった）（工学部２年） 
・工場見学させてもらって、工場内にはほとんど人がいなかったり、配管がたくさんあり、地中にも配管

がありそれを使って原料を運んでいてすごいなって思いました。花王が行っているエコロジーについ

て教えてもらい、商品を作る過程での排気ガスがとても少なく､さらにお客さんが花王商品を使う場合

の水の量だったりをできる限り削減できるような商品を研究開発されていてすごいなと思いました。

女性研究員の方のお話で、子どもができてもフレックスタイム制などで働きやすいなど、とてもよい話

がきけました。（工学部２年） 
・思っていた通り大きい会社で、大量生産を可能にする生産ラインがあり、大手の会社のすごさを感じ

た。あまり知らなかったがエコへの取り組みをかなり重視していることがわかった。特に製品の形など

にこだわることで自分たちの手を離れ消費者の元へ行った製品のことまでも考えてあり、企業の地球

環境に対する意識の強さを感じた。その他にもヤシの実などが食糧として必要とされる時代のことま

で考え藻類の研究をしていることなど、大きい企業は先のことを見すえて、他の所よりも早く多くのこ

とをやっているから大きな企業になるんだなと感じる取り組みがあった。他にも柔軟な勤務時間や在

宅勤務など女性の働きやすい環境づくりに力を入れていることがわかった。社員の方々の話から自社

製品に対する誇りやさらによいのものをつくろうと思う気持ちが伝わってきて、働く方々のモチベー

ションの高い会社だと感じた。（農学部３年） 
・洗剤をつくっているため、低分子の有機合成を行っているのは思っていた通りだったが、原料を､ヤシ

の種の油から藻類へと変換していく取り組みなどから微生物に力を入れているように感じた。また、大

学院卒業以上の人が多いことから、現在の研究テーマとも少し違うような感じもしました。また、質問

などに対して、あまり個人的には聞けず、聞きづらいとも思いました。子育てをしながら働いている人

もいましたが会社の何割ぐらいがそのような対応をとってくれるのかも少し疑問に思いました。（工学

部４年） 
・エコラボミュージアムなどがある、広い工場では、見学用のバスがあったり、ガイドさんや館長さんの

ような方からの説明など、一般の人にも工場をみてもらうとり組みをしているようだった。工場見学

は、一般の人や子どもたちにとっても、楽しく、企業の工夫が見られるようになっていると感じた。ミ

ュージアムの中では、花王の成長や､エコへのとり組みが強く感じられるものだった。また説明の中で

は、花王は日用品や化粧品だけでなく、工業的に利用する材料や潤滑油なども多く作られているという

ことが分かった。また、メーカーとしての製品の製造・開発だけでなく、材料合成の研究が行われてい

るということを知った。花王のような大規模な研究所を持つ場所でも新材料合成など大学の研究のよ

うなことも行っているというのは驚いた。それから、女性社員さんへの質問から、花王では女性が働き

やすくなる工夫として、フレックスタイム制や時短制度をとり入れているということが分かり、このよ

うな大企業の研究所でも女性などの働きやすさの配慮がよくなされているのが分かった。また、よく頑

張って成果を出せば、東京勤務など希望が通るというのは、やる気をうながすポイントになっていると

思った。実際に労働者目線でのこの企業については、少ししかうかがえなかったので、もっとよく知り
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たかった。（工学部４年） 
・洗剤だけでなく日用品や化粧品、土木関連の事業まで行っているとは知らず、企業について深く知るこ

とができたと思う。身の周りのことだけでなく地球温暖化にも考慮した取り組みを行っており、研究職

だけでなくオフィスで働く方はどのような仕事をしているのかも気になった。（農学部３年） 
・自身が興味を持っている分野についてのお話は伺えなかったですが、”女性”が活発に働ける職場であ

ることが分かりました。非常に大きな工場で、日頃よく目にしている製品が作られている様子を見るこ

とができ、すごく楽しい見学でした。環境への配慮をすごく心がけてある企業さんだなと感じました。 

この見学で一番おどろいたのは、花王さんがＢｔｏＣだけでなく、ＢｔｏＢも行っている企業だったこ

とです。ＢｔｏＢとＢｔｏＣを行えるだけの、技術力を持っているすばらしい会社なんだなと思いまし

た。女性研究員の方のお話を聞いていて思ったことは、やはり研究を職にするには院卒の資格が必要な

職だなという事です。今後の進路選択・企業選択に役立てたいと思います。（農学部３年） 
・私は化学の勉強をしているので、花王にとても興味がありました。初めに工場の見学をさせてもらいま

した。インターンシップでも化学系の企業に行き、工場を見学させてもらいましたが、花王の工場はと

ても大きくてさすが大企業だなと思いました。工場の中でも様々な工夫がされていて、とてもおもしろ

かったです。エコラボミュージアムの見学では、エコのために花王は様々な研究をしていることを知り

ました。ゴミを減らすためにつめかえ用のものをたくさん作ったり、つめかえが簡単になるように工夫

がされていて今まで自分が気付かなかった所も教えてもらえて良かったです。また、運送の際のダンボ

ール削減や消費者も一緒になって行うすすぎ１回によるエコ活動など､私たちも協力しないといけな

いことがたくさんあり、注意していこうと思いました。女性研究者の人に直接質問する機会もあってと

ても良かったです。また、女性にとって働きやすい環境だと言っていたので、とても興味がわきまし

た。（工学部３年） 

●見学会の感想 

 

＜そう思った理由＞ 

・自分の就職したい 企業の理想が明確になった。 

・女性社員の様々な（生活面・苦労・やりがい…など）ことを、直に話を聞くことができたため。また就

活についての大切にする点、時期なども聞くことができ、モチベーションを上げることができたため。 

・最初のイメージは、医学部とはあまり縁のない企業かなというものでしたが、話を聞いていると、結構

関わる分野があったため、途中から、より関心を持ちました。さらに、今まで私が考えていたことのう

ち、結構間違っていることがあり、勝手な解釈だったのか、と気づくことができたからです。 

・初めて企業を知るきっかけになったから。 

・実際の雰囲気、その会社が特に何を重視しているかなどを知ることができたから。 

・企業というものがどういうものなのか、女性の方はどのように働いているのかを実際に見たり、聞いた

りできて、すごく参考になった。 

とても参考になった, 17名

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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・地元を離れて都市部にある大企業に就職することに憧れはあるものの抵抗があり、地元で公務員にな

るなど妥協案ばかり考えていたのですが、今回の見学でいきいきと仕事をされている方のお話を聞い

たり､働きやすい環境を見たり聞いたりすることで、憧れが強くなり、そういう選択肢も考えることが

できるようになりました。理想を高く持って頑張ろう、と思えるようになりました。 

・実際に働いている女性のお話を聞く機会ができてとても良かった。 

・自分があまり知らない会社でも身近にあるものを作っていたり、有名企業だからといって良いという

わけではないと知ることができた。 

・実際に企業で働く女性がプライベートを充実させながら、また家庭や育児と両立させながらいきいき

と活躍している姿を見てとてもモチベーションにつながったからです。また女性が働きやすい制度が

あると知れたので、そういった企業を選びたいと感じました。 

・軽い気持ちで参加したが、実際に働く女性研究員の方々の話を直接聞けて、自分が将来どうなりたい

か、どう働きたいかのイメージがなんとなく浮かんだから。 

・実際に会社に入らせてもらえるだけでなく､実際にそこで働いている人の意見が直接聞ける機会なんて

そうそう無いから。また、女性に限っての企画なので人生のキャリアデザインについて、参考になるか

ら。 

・院に行く予定はなかったので、企業に就職なんて考えてなかったけど、すこし考えてみようかなってい

うきっかけになりました。 

・工業系の会社だと思っているような会社でもその他のことをやっているなど実際に行ってみなければ

わからないことが多くあるとわかり、企業見学会など積極的に参加したいと思えるきっかけになった

から。 

・イメージと見学に行ってからの印象が大きく変わったため今回参加してとても良かったと思いました。

実際、就活が始まるときでは遅いような感じがしたので､機会がある内に行ってみたいと思った。 

・実際に企業に行ってみることでしか感じられない会社の雰囲気や、働く人の様子がよく分かり、仕事へ

のイメージが湧きやすくなった。また、１つの企業でも各部署の人の話が聞けたので、職種分析につな

がった｡それから､ダイキン工業の若手社員さんとの話で就活についても話を聞くことができて、これ

からの参考になったし、モチベーションにつながったから。 

・女性が働く上でどのような問題があるか（産休・育休など）を改めて身近なものとして考えることがで

きたし、女性が働きやすい企業の話を聞くことで今後の就職活動の参考にすることができると思った。 

・自分の興味がある分野の企業に訪問することが出来たため非常にためになった。 

・女性研究者の方々に直接話をきく機会はあまりないから。大学主催ということで安心して参加できた

から。 
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  〇ライフプランセミナー 

   女性の大きなライフイベントである妊娠や出産について、妊娠・出産には適齢期があり、適齢 

期を過ぎると妊娠しづらくなる（不妊）ことを知り、大学院進学や就職などをふくめた人生の 

 キャリア形成を考えることを目的として、鳥取県東部不妊専門相談センターの橋本看護師と、ダ 

イバーシティキャンパス推進室の長谷コーディネーターが講師を務め、１２月１１日に開催。３

名の学生が参加。 

 

                                   案内チラシ 
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                  ＨＰ掲載 

 

 

 
 

 〇グループインタビューへの参加 

  鳥取市の家電製品製造会社（気高電機株式会社）より、商品・サービスのコンセプト立案のため、単

身で生活をしている学生へのグループインタビューをしたいとの要望があり、企業の事業活動に触れる

経験を得られることから、女子学生へのキャリア支援の一環として協力した。 

   ３月１０日(火)の１４時から１時間、コミュニティ・デザイン・ラボにて、学部４年生を中心に４名

の女子学生が参加、企業担当者の質問に答え、企業がどのように商品を開発していくのか一端を知るこ

とができた。 
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（４）多様な構成員の共生環境づくり 

○ダイバーシティセミナー（ＦＤ研修） 

    教職員を主な対象とし、早稲田大学での取り組みをもとに、性的マイノリティの学生に対する

配慮、支援などについて学ぶことを目的として、６月２８日に早稲田大学ＧＳセンターの大賀一

樹氏をお迎えし開催した。 

    本セミナーはＦＤ研修と位置づけ、あわせて男女共同参画週間（６月２３日～２９日）に関す

るイベントとした。参加者は３２名。 

                       案内チラシ                            
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                      ＨＰ掲載 
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 ○コミュニケーションセミナー 

 教職員相互の活発なコミュニケーションにより、働きやすい職場環境の実現をはかること、学

生との円滑なコミュニケーションをはかることを目的として、本学医学部の竹田准教授に、心理学の

観点からコミュニケーションを円滑にするポイントについてお話しいただいた。１２月１７日に開催、

２３名が参加した。 

 

                     案内チラシ              
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ＨＰ掲載  
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〇学生スタッフ 

  意見交換し、みんなでキャンパスを変えていこうとする機運を高めることを目的とし、性別、年

齢、学年、国籍を不問とした学生スタッフを募集。残念ながら本年度は応募学生がいなかったが、来

年度も引き続き募集し、活動ができるよう環境を整えたい。 

 

                  案内チラシ 
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（５）その他 

  〇新ＨＰの開設 

   ダイバーシティキャンパス推進室への名称変更を機に、新ＨＰを大学正規ＨＰ下に移転、開設。

外部サーバー使用時の費用削減を図った。 
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〇パンフレット作成 

  ダイバーシティキャンパス推進室の活動方針、活動内容を紹介するパンフレットを作成。今後新入

職員研修等で配布。 
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〇教育用リーフレットの作成 

 「ＬＧＢＴ等に関する鳥取大学の基本理念と対応について（教職員向け）」を作成。新入職員研修な

ど、教育用として新年度より活用予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



40 
 

〇オールジェンダートイレの設置 

 平成２８年度より、ダイバーシティセミナーとしてＬＧＢＴの理解を深めるセミナーを開催する中

で、参加者よりトイレに関する要望があったことから、このたび性別を含めたバリアフリートイレとし

て鳥取キャンパス内に２ヵ所、表記、設置した。 

                    ＨＰ掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○休憩室＆相談室 

  男女教員の育児休職に関する相談や、勤務時間関する相談など、延べ１９件の利用と３冊の書籍の

貸し出しを行った。 
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８．ニュースレター 
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